
1.社会的要請と総合学習

これまでの研究から、「よりよく生きる」生徒

を育てるためには、「各教科の学習」「教科等の学

習」「選択教科の学習」と相互に関連を図りなが

ら、生き方に影響を与えると思われる社会的(地

域的)課題と取り組む学習の場が必要であると考

え、「総合学習」を新設した。

環境破壊、国際化、情報化、高齢化等が、急激

に変化する社会の諸課題としてクローズア、,プさ

れてき九今、21世紀を生きぬく生徒にとって、こ

れらの課題の重要度はさらに増大することが予想

される。

このような社会的・教育的要請があると考えた

場合、「よりよく生きる」ためには、自己と社会

との関わりを無視することはできず、むしろ積極

的に関わることによってその生き方が実現できる

と考えられる。

このような背景から、「よりよい社会」をめざ

す九めに、社会の課題についてのテーマ学習を設

け、生徒が自分の生き方を問い直すことを期待し、

「総合学習」を教育課程のなかに位置づけた。

2.テーマ学習と総合学習

今日、環境・国際理解・情報教育等々の研究実

践が盛んに行われているのは周知の通りである。

しかし、これらのテーマ学習を、中学校教育課

程の全体計画に位置づけた場合、「各教科の学習」

「教科等の学習」「選択教科の学習」の一部または

二次的な内容として、個別に取り上げられてき九

のが現状で、テーマ学習としてのねらいや相互の

補完関係および評価のあり方を明確に示しにくい

という課題があっ九。そこで、これらの課題を解

决する九めには、一度教科の枠をはずし、独自の

カリキュラムによってその糸口をつかむ必要が生

じている。クロスカリキュラム・合科学習・総合

学習とさまざまに提案されているが、これらは、

先に述べた社会的・教育的要請を、いかに実証可

能なものへと具体化できるかの模索である。

本校では、以上のような教育的課題に対して、

社会的諸課題のなかから、特に将来重要な課題に

なるであろうと予測される、「福祉」「環境」「国

第 2 章総合学習

1 総合学習の基本的な考え方

際理解」の3つを取り上げ、次のようなねらいを

もって総合学習の研究に取り組んできた。

①本校の研究のねらいである「よりよく生きる

生徒」の育成と総合学習のねらいとの関連を明

らかにする。

②各テーマ学習のねらいと総合学習のねらいと

の関連を明らかにする。

(3)総合学習と、「各教科の学習」「教ネ斗等の学習」

「選択教科の学習」との相互補完関係を明らか

にする。

④このようなねらいを実現するための学習と評

価のあり方を明らかにする。

以下、研究の概要を、必要な要点のみに絞っ

て記述したい。

3.これまでの「総合学習」の歩みと課題

仕) 1年次(平成5年度)

①「総合学習」のねらいと方法

ア「総合学習」を、「各教科の学習」「教科

等の学習」「選択教科の学習」の発展、統

合の場としてとらえ、人問の生き方を見っ

め考えていく学習として位置づけた。

イ内容と方法の特色としては、教科の枠を

はずし、地域社会の生活から自由に課題・

題材を選び、学年・学級を解体して1年間

取り組むようにした。

②課題

ア生徒の興味・関心が、人の生き方を見つ

め、考えるところまで至らなかった。

イ生徒が追求したテーマが多岐多様にわたっ

ていたことや時間が不足したこともあり、

十分に教師が関われなかった。

② 2年次(平成6年度)

①改善点

ア件餅止」「環境」「国際理解」の3つのテー

マを設定し、 1年生では「福祉」を通して

体験と調査学習の基本的な技能を学ぶこと

から始めて、 3年間で2つ以上のテーマを

追求するものとした。

イ教師は生徒の興味・関心を高めるような

課題を与えたり、課題の本質に迫ることが

できるように、体験や調査の方法について
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助言する。

②成果と課題

ア 1年生の調査の技能やマナーは、次年度

からの学習のためには効果的であったが、

全員が習得したかどぅかとなると、疑問が

残った。

イテーマを絞ったため、教師の援助がしや

すく、体験や調査の質および生徒の意欲が

高まった。

ウ講座間での教師の共通理解がえられにく

く、総合学習の目標や教科との違いが不明

確に終わりがちだった。

特に、「各教科の学習」「教科等の学習」

「選択教科の学習」との違いが明確になら

ず、「総合学習」の位置づけが大きな課題

として残った。そこで、「総合学習」にお

けるめざす生徒像、研究のねらい、定義な

どをそれぞれ明確にし、整理する必要がで

てきナこ。

4.「総合学習」におけるめざす生徒像

このような経緯から、平成6年度から、今年度

にかけて、「総合学習」における「よりよく」生

きる生徒像を次のようにまとめた。

a)「総合学習」における「めざす生徒像」

現代を見る目と幻世紀を生き抜く力

②テーマ別の生徒像

ア人間として共に生き、共に考える生徒(福

祉)

イ環境と人間との関係を見つめ、自分の生き

方を問える生徒(環境)

ウ国際人としての資質に気づき、自分の生き

方を問える生徒(国際理解)

5.総合学習の定義とねらい

次に、総合学習の定義とねらいを次のように明

確にした。

山定義

現代の問題であり、将来の課題でもあろうテー

マについて、具体的な事実を取り上げて体験し、

自然・社会・他者と積極的にかかわる中で複合

的な社会のなかに自己が共存していることに気

づき、共に生きるための資質や能力を育てよう

とする学習である。

②研究のねらい

本研究は、「各教科の学習」「教科等の学習」

「選択教科の学習」とともに、よりょい社会を

めざし、生徒一人ひとりが、自分の生き方を問

い直す学習のありかたを研究、実践するもので

ある。

このねらいに示したように、総合学習の位置

づけを次のように修正し九。

◎平成5~6年度

「総合学習」を、「各教科の学習」「教科等

の学習」「選択教科の学習」の発展、統合の

場としてとらえる。

◎本年度(平成7年度)

「総合学習」を、「各教科の学習」「教科等

の学習」「選択教科の学習」と相互補完の関

係としてとらえる。

6.本年度の研究

平成6年度の課題から、「総合学習」のねらい

をさらに明確にする必要がでてきた。社会とかか

わるなかで自己の生き方を問い直すために大切な

視点、つまり、社会の諸課題に対する認識の視点

を明らかにし、それを育てることが総合学習にお

いて重要であると考え、次のように研究のねらい

を焦点、化しナこ。

住)本年度の研究のねらい

現代社会の諸課題に対する認識を豊かにする

学習のあり方を研究・実践する。

②認識を豊かにするための3つの視点

現代社会の諸課題について

①同世代の異なる追求の視点を生かす。

②異世代の異なる見方や考え方に'、れる。

③相互に異なる見方や考え方を伝え合い、視

野を広げる。

侶)研究仮説

課題について、自分と他の人の考えを比べる

ことができるように学習を組織すれぱ、生徒は、

課題の本質を見つめたり課題に対する複数の視

点をもつことができ、これまでの自己の生き方

を問い直すことができるであろう。

④具体仮説

ア「福祉」「環境」「国際理解」の3つのテー

マとテーマ内講座を設定し、人々の思、いや考

えに触れることができるように体験を工夫す

れば、生徒は、自分とは異なる視点から課題

をとらえ直し、自己の生き方を見つめなおす

であろう。

イ講座別に、ーつの課題について、生徒一人

ひとりの追求テーマを明確にして多角的に調

査させ、それぞれの視点が関連するように工

夫すれば、生徒は、複数の視点から課題をとら

え直し、自己の生き方を見つめ直すであろう。
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ウテーマ別に発表会の場を設定し、体験や調

査によって得られた考え方を、他への共感を

もたらすように工夫して相互に発表させれば、

生徒は、テーマについて広い視野からとらえ

直し、自己の生き方を見つめ直すであろう。

⑤本年度の改善点

①前年度の反省に基づき、テーマ内やテーマ

間の教師の連絡・調整を図り、共通理解を深

めていく。

②生徒間の情報交換の場を積極的に講座の中

に取り入れていく。

③課題を深めるために、課題が発展し、別の

テーマに移行する場合をのぞいて、 2・3年

を通して、共通したテーマを追求することと

する。

④課題についてのより多角的・本質的な取り

組みを図るナこめ、講座の題材を教科の専門性

を生かした内容とする。

フ.本年度開設講座と評価および実践の分
類について

以上のような考え方に基づき、表1のような

講座を開設し、それぞれのねらいとテーマ学習と

の関連および評価規準を表2~4のように設定し

九。なお、具体仮説は、上記6の④のア~ウから

それぞれの講座毎に選択した。

講座の内容は、昨年度実施し九内容を発展させ

九り、新たに新設したものであるが、教科の専門

性が生かされ、これまでのカリキュラムとの関連

性がより明らかになるように工夫したものである。

一方、テーマと教科の関わりで、実践上かなりの

困難を生じた講座もあり、今後の課題である。

16ページ以降では、講座ごとの実践成果を、テー

マとの関連、具体仮説と具体化の視点の2つから

分類・記述してまとめた。それぞれの関心からお

読みいただければ幸である。

8.講座間の情報交換について

ーつのテーマを異なる視点や広い視野から追求し

互いに伝え合うためには、講座牙Ⅲこ追求した内容や

方法、視点を相互に交換し合う場が必要である。

今年度は、吽尉止」では学級内発表会の時間を

設け、7講座を選択した生徒がそれぞれに体験や

調査した内容を交換しあっナこ。「環境」「国際理解」

ではテーマ別発表会を設け、行政や民間団体の講

師の事前・当日指導を受けながら、次のようなテー

マを設定し意見交換会を開催しナこ。

環境「よりよい松江市をめざして」

国際理解「よりよい国際社会と地域社会をめざして」

そのなかで、それぞれの視点等を交換し、社会

人講師の専門家からのアドバイスを受けることで、

より広い視野からやテーマを見つめ直し、複合さ

れた新しい視点を得ることができた。参加した講

師の方からも「今までにない視点や情報を得るこ

とができました。」との発言が聞かれた。

ただ、様々に追求した内容を、広いテーマの下

で相互に深めあっていくためにはどのようにする

か等、残された課題がある。

講座・評価表一覧・学習計画表を表1~表6と

(文責長岡素巳/研究部)して付記した。
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表1 平成7年度開設講座一覧

講

老人の方を入浴させて

あげよう

座

福
附中生にできる福祉活

動を考えよう

名

養護学級と交流しょう

担当

手話の世界

奥村

福祉マップを作ろう

渡部

老人の方と一緒にお風呂に入り、

介助をする。

祉

内

あの子の笑顔に出会い

にいこう

実際の福祉活動に出向き一緒に

活動を行う。

原

お年よりは何を望んで

いるか

安達

養護学級の生徒と一緒にいろい

ろな活動を行う。

容

都市環境を考える

手話を通して耳の聞こえない人

との交流をする。

環

岡

都市環境

障害者にとっての道路事情や生

活状況を考える。

ディサービスセンターでの入浴

の介助体験をする

方

田

宍道湖

障害を持つ幼児との出会いを通
して、家族や社会の実態を考え
る。

いきいきプラザを訪問し福祉活

動を考え実施する

橋

EM菌を利用した浄化

作用

浜田

高齢者の方の生活の実態や願い

をインタビューを通して知る。

法

ドッジボールや調理実習、食事

などの交流を図る。

よりよい松江の都市環

境をめざして
境

現在の便利な生活と大気汚染と
の関連を調べ、生活のあり方を
考える。

西山

松江ろう学校の生徒との交流を

具体
仮説

子どもと環境

梶谷

よりょい都市環境について、現

在の問題点から未来像をさぐる。

車イスに乗って道路を歩いたり、

ブラインドゥオークを体験する。

演劇を通して思いを伝

えよう

人数

ア

宍道湖のしじみの生態から環境
問題の原因や社会の課題・生き
方を探る。

長沢

障害児通園校「'、じのみ園」の
訪問と調査、子どもが喜ぶ企画
を実施。

19

国

日本・日本人を考える

ア

ゴミ処理や水質・農薬汚染に気
づき、 EM菌を利用しナこ改善策
を考える。

西田

近所のお年よりへのインタビュー

を通して調査を行う。

23

数学と文化

ア

松江の都市環境を多角的に考察
し、よりよい環境づくりへの提
言を行う。

宮本夏

松江各地の大気の状況をガス検
知管や樹木により調査し原因を
追求する。

際
郷士芸能・安来節の魅

力をさぐる

20

ア

子どもと環境の関係やあり方を
運動、学校、資源などから多角
的に探る。

街に出て調査し、改善の方策を
探り、未来像を様々な方法で提
示する。

藤文
岡

23

理

文化の違いを探ろう

ア

寺本

松江の国際化や人的環境の課題

を考え、演劇を通して表現する。

しじみ取りの体験、漁協への調
査、実験などを通して提言を行
つ。

食文化を通して国際理

解を深めよう

27

ウ

ア

「私の考える日本・日本人の姿」
を考え、異文化理解の基礎を培
つ。

宮本弘

解

EM菌を利用した環境浄化実験
や文献調査、実践家へのインタ
ビュー実施

スポーツトレーニンク

今昔

38

24

ア

数学の世界から、日本の文化,
外国の文化にっいての違いにせ
まる。

布野

交通、道路事情等の訪問・実験・
実測調査と分析統計グラフ作品
づくり。

あの子の笑顔が見たい
から~海を越えて君の
心を届けよう

23

イ

安来節の特色を理解し、アジア
の民族音楽との共通点,相違点
を考える。

平野

幼稚園、小井駮へのアンケート、
行政への調査等からレポートに
まとめる

N

外国の食生活や食文化を調べ、
文化の違いを認め合うことの大
切さを学ぶ

国際交流団体等や在日外国人の
方への調査、演劇化と舞台発表
を行う。

島

24

イ

外国料理を作って試食し日本料
理との違いを考え互いの良さを
感じとる。

上代

新聞や本、インタビューにより、

日本・日本人の姿をとらえる。

24

ア

欧米と日本のトレーニング方法
の違いから、日本のあるべき姿
を考える。

数学史や和算などの文献調査と

比較研究を行う。

22

ア

国際社会に生きる一員として、
自分達にできることや援助のあ
り方について考え、作品化する。

講師による安来節の指導実演お
よび調査とLDによる民族音楽
の調査。

7

イ

図書などの文献調査や直接外国
人に聞いて、レポートをまとめ
る。

29

ウ

島根大学の留学生と一緒に料理
を作ったり、文献から食文化を
調べる。

39

ア

スポーツジムや施設を体験訪問
し、昔と今、日本と欧米の相違
点を調べる。

-11

10

イ

講師の話を聞き、フィリピンの
子供たちのために幼児玩具の構
想を考え、作成して送る。

16

ア 18

イ 19

ア 29

ア 24

0
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表2 テーマ群の目標および講座のねらい(福祉)

講座名

(学級ガイダンス)

老人の方を入浴させ
てあげよう(奥村)

附中生にできる福祉
活動を考えよう

(渡部)

内

デイサービスセンター内の入
浴介助体験をもとに、老人福
祉について触れさせ、福祉に
ついての考えを深める。

養護学級と交流しょ
(原)つ

インタビューの場面で
自分の予想と対比させ
て、おとしょりの考え
を知る。

①
手紙の書き方、電話の
かけ方、インタビュー
のしかたを知る。

いきいきプラザ訪問で福祉の
現場を知り、それをもとに自
分達でできる福祉活動をして
福祉について考えを深める。

手話の世界(安達)

養護学級との交流を通し、養
護学級生徒の生活や人間性に
触れ、理解を深める。

あの子の笑顔に出会
いにいこう(岩田)

目

スキルの理解

標

手紙書き

松江ろう学校生との交流で手
話やジェスチャーを使って会
話をし、障害者福祉について
考える。

の

②
自分とはちがう友達の
考えがあることに気付
く。

実際

手紙書き
電話

障害を持つ幼児の保育の実態
調査と「'、じのみ園」での交
流を通して、福祉のあり方や
自分達のあり方を見直す。

福祉マ・"プを作ろう
(今岡)

の 場面

活動の企画、計画、実行力
手紙書き
電話
訪問のマナー

おとしょりは何を望
んでいるか(高橋)

体験後の話し合いを分
類する。必要ならディ

トをする。J＼^

③
福祉の必要性や意義に
ついて体験を通して考
えを深める。

松江の現状を把握し、
障害者の方に本当に役
立っものを作成するよ
うに努力する。

手紙書き
電話

障害を持つ人にとって松江の
生活条件はどうあるべきなの
かを、それぞれのテーマにそっ
て考えマ・"プを作成する。

体験後、他の生徒の考
え方感じ方を知る。

お年寄りへのインタビューか
らおとしよりが何を必要とし
ているかを知る。

体験(交流、見学)や
感想発表。

④
福祉が必要とされる人
や、福祉活動に携わっ
ている人の自分とはち
がう考え方を知る。

体験後の意見発表やま
とめ。

インタビュー
礼状書き

障害を持つ幼児への保
月(ネ尉止)のあり方や
自分達のかかわり方を
討議する。

⑤
その他

インタビュー

礼状書き

秋の訪問先での体験か
ら今までの自分の理解
との違いを知る。

各講座での体験

学級での発表会

講演

テーマ決めと方向の検
討時での協議。
マップ、ノぐンフレット
作りでの討議。

施設見学や所長の講話
を通して、障害者の状
況や課題について知る。

車イスの操作法(技能)

インタビュー項目泱定
の際の討議。

「中学生に何ができる
力司をつねに頭におき
ながら活動する。

保母さんや保護者、行
政側へのインタビュー
や話を聞くことを通し
て、自分とは違う考え
や見方を知る。

自分と異なる人の生き
方に触れ、自分の見方
考え方を見つめ直して
みる。

手話(技能)

障害を持つ子供たちの
けなげで素直な生き方
に触れ、自分のあり方
を考え直す。
保母さんや保護者の思
いを知り、自らのかか
わり方を見直す。
子どもたちの喜ぶ活動
を考え、実行する。

容
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表3 総合学習評価表テーマ群(環境)

描

◇環境テーマ群全体

座 名

0松江の都市環境を考え
る。

0都市環境

. 私たちが生活している環境の、さまざまな問題に関心
を持ち、体験を通しながら、その解泱方法を追求し、
よりよい社会の実現に向けて、広い視野から提言をし
ていくことができる。

ね

・松江の都市環境について、公園や堀川、街路樹などの

整備1ざ況を見てまわり、問題に気づくとと主に、それ
らを守っている人たちb意見を聞いて、松江の自然環
境はこれでよいのかについて提言する。

0宍道湖

評価方法ケ

・松江の都市環境について、現状および問題点を調査し、
自分なりの改善の方策をさぐる。

・羽査や改善の方策をもとにして、未来の松江市の00
をレポート・模型・ポスター等で提示する。

い

OEMを利用した環境浄
化作用

評価方法か

0最終達成概念:宍道湖の環境は私たちの生活と密接な
関係にある。私たちが人問中心にならず、宍道湖の環
境をよくしていこうとすれば、地球全体の生物の生命
を保つことに通ずる。

0ねらい
・身近な宍道湖のしじみの生態を通して環境問題に気づ
き、その原因追求により現代社会がもつ課題やこれか
らの生き方について考える。

友達の見方のちがいや自己の見方
の変化に気づく。

0環境について、問題とされる課題
に関して、より多面的に情報を収
集し、自分の生活とのつながりを
生かしながら課題を追求すること
ができる。

0よりよい松江の都市環
境をめざして

評価方法け

地域や家庭の生ゴミ処理や水質問題、農業関係の環境.

問題に気づき、 EMを利用し、実際に活動を通してそ
の改善策を考え、提言する。

・適切なメディアを選択し、内容や方法を工夫した提言
のしかたができる。

感想、イメー

0子どもと環境

・松江の都市環境の問題点について

友達の見方や考え方と自分の見方

や考え方には共通点や差異がある

ことに気づき、自分の見方を広げ

ていくことができる。

評価方法'ア

・松江の都市環境(交通環境・公共料金等)の問題点に
ついて数学を活用しながら体験活動を通し追求し、多
面的に考察する。

・数学的手法(資料や統計グラフ等)を使って、よりよ
い松江の都市環境についての試案づくりと提言をする。

対象や異世代の人々の見方のちが
いや共通性に気づく。

0自分とは異なる意見や考え方の立
場にたって、問題の矛盾点を明ら
かにし、自分の考え方を広げてい
くことができる。

・感想、レポート

評価方法か

・ TV、ファミコン、ゲームと昔の遊びを比較し、子ど
もの遊べる豊かな環境とは何かを追求する。

・豊かさと引き換えになくした子どもの生活環境を探し出
し、今後の松江の都行覗境はどぅあるべきかを提言する。

・しじみを用いた調理やしじみ漁や
そこで働く人々に対して、友達の
考えや恩、いにはちがいや共通点が
あることに気づき、自分の見方を
見つめ直し、拡げていくことがで
きる。

・松江の都市環境の問題点について

自分とは異なる意見や考え方の立

場にたうて、問題の矛盾点を明ら

かにし、自分の考え方を広げてい

くことができる。

評価方法ず

・感想発表会、質問、自己評価

自分、友達、対象者の見方や考え
方をまとめ、自分の生き方を見つ
けることの大切さに気づく。

・EMを利用し九環境浄化作用につ
いて、友達の見方や考え方と自分
の見方や考え方には共通点や差異
があることに気づき、自分の見方
を広げていくことができる。

0環境問題について追求してき九自
己のテーマについて、具体的事実
と原因とを関連づけながら、より
広い視野から提言したり、情穀の
発信ができる。

・感想、レポート

・感想、自己評価

・宍道湖に生息するしじみの生態を
自分なりに追求して問題点を明ら
かにし、しじみや宍道湖の水環境を
守ろうとする人々の考えとの違い
や共通点に気づき、自分の考えを深
める。

・松江の都市環境の問題点について
友達の見方や考え方と自分の見方
や考え方には共通点や差異がある
ことに気づき、自分の見方を広げ
ていくことができる。

・松江の都市環境の問題点について

具体的事実に基づいて、より広い

視野から改善の方策をさぐり、未

来の松江市の00を提言すること

ができる。

・感想、レポート

・調査・実験、インタビュー、自己評価

・自己の疑問に対してアンケート調
査をしたり資料を集めたりできる。

・EMを利用した環境浄化の応用例
や活用状況、さらに実践者の人々
との見方のちがいや共通性に気づ
き、自分の考え方を広げていくー
とができる。

・感想、レポート

・宍道湖に生息するしじみの生態に
ついての具体的事実と、それを取
り巻く自然的・社会的環境との関
連を述べることができ、地域のな
かでよりよく共生する方策を提案
することができる。

・松江の都市環境の問題点にっいて
自分とは異なる意見や考え方の立
場にたうて、問題の矛盾点を明ら
かにし、自分の考え方を広げてい
くことができる。

・感想、レポート

・レポート、提案、感想

・資料をもとに考え方等に対しての
共通性やちがいを探し出すことが
できる。

・EMを利用した環境浄化作用につ
いて、追求してきた自己のテーマ
を具体的事実に基づいて、表現方法
やメディアを工夫しながら、より広
いネ見野から提言することができる。

・観察、感想、レポート

・松江の都市環境の問題点にっいて
追求してきた自己のテーマを、具体
的事実に基づいて、数学的手法を使
いながらより広い視野から試案づ
くりを行い、提言することができる。

・感想、レポート

・子どもが育つ環境として大切にし
たい部分をいろいろな表現で提言
できる。

・感想、レポート、遊び新聞

ら

晶

、
.



表4 総合学習評価表:テーマ群の目標(国際理解)

「よりよい国際社会と地域社会をめざして~国際人としての能力や資質に気づき、自ら生き方を問う生徒の育成」

◎自分の考えや自国の文化は、他の人や他国の文化と比
べ、その違いが生まれてきた背景を知うたり、ま九、
互いの共通性を確かめることを通して、広い視野から

より深く理解することがてきる。そのことが、自分の
生き方を問い直すことにつながる。

ね

最終述成概念

国際理解のためには、相手を受け入れ、認めていくこ
とが基盤となる。そのためには、自己をし0かりと確立
しておかなければならない。

まず、自国である日本、日本人という自分自身が持うて
いる特色や文化を理解することが、他国を認め尊重して
いくことになる。

い

数学の成り立ちは、本来国際的なものであることから、

数学の発生や数学の発展の過程を理解することが、自国
と他国の文化を尊重することにつながる。

友達の見方のちがいや自己の見方の変化に気づく。

郷土の伝統芸能のーつである安来節を通して、地域や
自国の民族音楽(文化)を理解すると共に、諸外国の民
族音楽(文化)とのちがいを正しく把握することが、自
国と他国の文化を尊重することにつながる。

自文化理解

0地域、自国の文化に対する認識
世界のなかでの自分の文化

他国の文化を理解することを通して自国の文化を見直
すと共に、違いを認めようとする心が大切である。

考え方の基本
昨年度の実践報告(3年生)のレポートを士台にして、友逮

同年代の生徒の物の見方、考え方について知る。(限られた資
料)

「食」は人間が生きていく上で欠かせない要素であり、
最も興味が持たれていることである。
外国人と共に、お互いの国の料理を作0たり試食し合う

体験をきうかけしし、食文化の違いを理解することは、
よりよい世界をつくることにつながる。

松江市内のトレーニングジムなどで欧米から伝わ0て
きた現代トレーニングを直接体験し、自国のトレーニン
グと比較し六り統合することにより、より効果的で日本

人にあ0九トレーニング文化を創造する。

和算と現代数学の比較から、自分の見方や考え方、友達の見
方や考え方には共通点や差異があり、延いては私たちには独自
の文化がある。

人類は、それぞれの生活環境の中で様々な問題を抱え
ながら生きている。国際社会に生きる一員として、日本
人という狭い見地から酢れ、地球規模で自分の考えや生
き方を見つめることが必要である。
他国の生活の現状や問題点を知り、困っている人達のた
め、自分にも出来ることがあることに気づき行動するこ
とは、視野を広げ、互.いによりよく生きょうとする姿勢
を身につけるステ,プになる。

安来節を歌うという今までにない体験を通して、民謡に対す
る抵抗.偏見を取りのぞくと共に、安来節は我が国独自の文化
であることを知る。

社会や異世代の人々の見方のちがいや共通性に気づく。

自文化理解、多(異)文化理解、人権尊重、人間教育

日本には日本独特の食べ物や食習慣があり、また、人によ0
てモれらに対する見方、考え方に違いが見られる。

0多文化に対する異同の認識(ちがいの背景や共通性)~異なる
多くの文化のなかで共に生きる私たち

0現代の課題に対する認識(地域の国際化、人権、豊かさのちが

いと理解、自立への援助)~国際社会の中で共通の課題に生き
る私九ち

松江には、さまざまな考え方や文化・習慣のちがう外
国人がやってき九り、住んでいる。私たちがそれらの人々
のねがいを知るとともに接し方を学んだり身につけるこ

とが、よりよい世界をつくることにつながる。

自国の食文化に対する感じ方や考え方は、自分と友達では違
いがみられると共に、私たちには共通する文化がある。

評方

価法

自分述で日常生活を見つめ直し、様々な情報を集めていくこと
によ「て、新たな面での「日本・日本人の特色」について実感す
る。

体力や運動能力は、個々に違いがあり、トレーニング方法に
ついての見方、者え方にも差異がある。我力凋で生まれたトレー
ニングも日本人特有の身体能力を考慮した独自のものである。

数学の発生や数学の発展の過程には、文化や人問のすぱらしい
英知がある。

他国の生活環境や問題点を知ることは、今まで当たり前だと
思っていた自国の生活を再認識するとともに、様々な価値観の
存在に気づくことになる。ーつの目的のために友達と意見を出
し合うことにより、自分の吉え方や価値観を見直すこともてき

る。

諸外国の民族音楽を視聴・調査し、それぞれの特徴や良さを認
めた上で、安来節との共通点・相違点を明らかにする。

自分、友達、対象者の見方や考え方を比べ、自分の生き方を見
つけることの大切さに気づく。

コミュニケーシ"ン能力・表現力の育成

グローバル的視野からの創造と生き方

他国の食文化に関する様々な情報を集めることによって、自国
の食文化との違いに気づく。

外國人への見方や接しかたは、友達にようてちがいがあり、
モの良さや偏見には、友達の個性とともに、私たちに共通する
文化がある。

0コミニニケーシ,ン能力・表現力の育成~自分の考えや文化を

自分の言葉や方法で表現し相互に伝える力
0自分と他の見方や考えをまとめる力~グローバルな視野から考

えや文化を創造し、生き方を見いだす私

外国の食文化と自国の食文化には、共通点や相違点がある。し
かし、それぞれの食文化が育0た背景・歴史を考えると、お互い
に尊重し合うべきものである。

感想.作品・レポート・学習・メモ・観察

自分のまとめたレポートをもとに、発表を聞き合い、また、イ
ンタビューなどすることにようて、より広い角度から国際理解を
とらえ、陶分の見方、考え方を広げる。

我が国で普及しているトレーニングと欧米のトレーニングを運
動生理学的な見地から比較すると、共通性や相違点がある。
トレーニングを生み出すまでの過程や実行継続することの困難さ

に着目すると、人問の偉大さがそこにある。

和算や数学史から、自文化・異文化について、自分の見方や考
え方を伝えることが、相互の理解につながる。
事象を様々な角度からとらえることが、自分の考え方や見方を広

げることにつながる。

経許的に恵まれず、教材や教具が入手困難な子供達に、手作り
教材を送ろうという今回の取り組みは、子供達が「将来、自国の
米来を切り開いていくための基礎となる力」を身につけるための
手助けである。本当に役立っ援助をするためには、その国の文化
や生活を認め、よく調べ士.げ六上で、モの国に生活している人達
の立場になって物事を考える姿勢が必要となる。
それは、人問としてよりよく生きるためには何が必要かという根

本的な共通の価値観を探ることにつながる。

民族音楽は、昔からその地城に根ざした地城独特の音楽であり、

それぞれの国の人々の生活や文化に大きくかかわりをもうている
ことに気づくことが、自分の視野を広げ、相互に理解しあうこと
につながる。

他国を知ることは、即ち自国を知ることと同じように、他国の
違いを認め、尊重することは、即ち自国も理解され尊重されるこ

とにつながる。また、他国の文化を調べて発表したり、自国の文
化を伝達することを通して、表現力を身につける。

0国際化や経済の進展により、私たちゃ各団体・地方自治体は、国
際交流を拡大することに努め、様々な工夫をしている。

0共通する点をもっと同時に、異なる考えや文化・習慣をもつ外
国人と松江市民は、互いの文化を学んだり協力したいと願0て

おり、そのためには、解決すべき課題がある。

自国や他国の料理を作0たり試食し合うことは、相互の理解に

つながる。
食文化の違いを認め、自分の見方や考え方を伝えることは、より
高い食文化を創ることにつながる。

感想.作品・レポート・実習・メモ

体格、素質、文化、環境など様々な視野からトレーニングをと
らえるこ巴が、自分の見方や考え方を広げることになる。
日本人として、様々な条件を考慮しながらトレーニング文化を発

展させることが大切である。

「自分達がつくる教材によって、子供達のどんな力を育てるか。」
ということが個々に与えられ九命題である。手先の訓練から、見
る力.読む力.感じる力、創意工夫する態度や根気、あるいはも
のを大切にする心など様々であるが、最終的には夢や希望・思い
やりや心のつながりとい0ナこところにつながうていく。そのよう
なことを目的とし、考え工夫しなから気持ちを込めて制作するこ
とにより、制作者自身の心の変革が期待できる。
このような経験が、国際的視野だけでなく互いに協力しながらよ
りよく生きていこうとする姿勢と行動力を育てていく。

0外国人の考えを知り、他の人に私の考えを伝えたり表現するこ
とが、相互の理解につながる。

0考えや文化.習慣のちがいを認め、相互に理解することは、私

六ちの生活や地域を向上させ、よりよい世界を創ることにつな

がる。

感想・作品・レポート・実習・発表
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表5 学習計画表(福祉)

時 間

2 ・ 3

4 ・ 5

イメージマップに記入、ガイダンス 1

ガイダンスⅡ(講座説明・希望講座調査)
マナー指導1(インタビュー指導・電話指導)

マナー講座Ⅱ(手紙の書き方など)
講座呂"オリエンテーション

訪問計画作りと交渉or訪問
(訪問先への電話・インタビュー計画作りなど)

体験訪問1

体験訪問Ⅱ

体験のまとめ

クラス別発表会
講演を聴く

2・3年生テーマ別発表会へ参加

体験新聞作成

個人評価(イメージマップ・マークカード)

活

6 ・フ

8 ・ 9 ・ 10

11 ・ 12

13

14 ・ 15

動 内

16 ・ 17

18 ・ 19

20

表6

時期

学習計画表(環境・国際理解)

6月

6月

学習形態

時

クラス別一斉

学年一斉
クラス別一斉

クラス別一斉
講座別

6月

・テーマ別

備

・ガイダンス
(講座の説明と選択・決定)

【課外】

夏休

考

講座別

講座別

講座別

講座別

クラス別一斉
学年一斉

個人選択

講座別

クラス別一斉

・イメージマップの記入
・オリエンテーシ,ン・テーマ決定

活

体育館

動

・活動計画の立案と活動①

み

・活動②

内

Ⅱ月

Ⅱ月

Ⅱ月

・調査実施
(訪問、実験、製作、データ収集)

・講座別

13

・活動③

・クラス別

・発表準備①

体育館

希望テーマヘ

16

17

準備物・資料、調査訪問先

・発表準備②

・希望調査用紙→担任へ

・各家庭

・講座内発表会

20

冬休み明け

・テーマ別発表会

・レポート作成

ソプ
・活動計画用紙

・イメージマ・"プ・アンケート・自己評価

・各自で準備

・レポート作成・提出

活動場所

・体育館
・各教室

・各教室

・各教室
・校外

・各教室
・校外

・家庭
・図書館
・訪問先

・各教室
・校外

・イメージマップ・アンケート用紙

・学級担任へ

・各教室

15

・各教室

・各教室

容

マ
表

、
、
、

メ
ン

イ
メ

N
巧

W
扮

.

.

容

2
3

4
5

6
7

8
9
N

月
月
月
月
月

ー
ー
ー
ー

1
2

ー
ー




